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発行:北海道森林ボランティア協会2021 森しり隊だより vol.3

2021年度 第3回親子森林教室の報告
■工作をして夜の森を探検(たんけん)する
そしてこの日の主な活動(かつどう)は⇨⇨⇨
①下草刈り(したくさがり)体験をする　
②森の木を使ってドングリそろばんや巣箱(すばこ)を作る　
③森にすむ生きも/コウモリとホタルを観察(かんさつ)する

【下草刈り体験】 
・・・その前に「木を育てるいろいろな作業について学びました。木を植
(う)えたり、切ったりするほかにも、いろんな作業がありました。またそれ
に使う道具(どうぐ)にも、鎌(かま)やノコギリやクワなどいろいろな道具があり
ました。
それから、草を刈る場所に移動(いどう)し、５班に分かれて親子で草刈りを体
験しました。下草刈りをする３つの理由をおぼえていますか!?　鎌はうまく使えましたか!?

【森の木で工作】　森の木や実を使った工作は森からのプレゼントです。
［Aグループ/巣箱作り］

森しり隊経験者(けいけんしゃ)の4～6年生は二班に分かれ、大窪(おおくぼ)協会員の指導
で、少し高度な巣箱作りに挑戦。完成したら秋に森の中の木にしばって、野鳥(やちょ
う)がやって来るのを楽しみに待ちましょう☺︎
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［Bグループ/ドングリそろばん作り］
今年新しく入った4～6年生の隊員は、矢野(やの)協会員の指導でドングリそろばん作りに挑戦
(ちょうせん)しました。ずいぶん苦労しましたが、みんな完成させましたネ！

［Cグループ/クラフト作り］
1～2年生の隊員は、西野(にしの)協会員の指導で木のいろいろな材料を使い、自由に考え
てクラフトを作りました。みんなの発想(はっそう)の豊かさ、すごいネ！

【コウモリの話を聞く】　　
スライドを見ながら動物写真家の中島宏章(なかじまひろあき)さんから、コウモリの不思議(ふしぎ)な話をい
っぱい聞きました。隊員のみんなが中島さんの質問(しつもん)に正解(せいかい)を連発(れんぱつ)してたのはお
どろきでした！

【ホタルを見る】
佐野(さの)協会員のホタルの話の後、夜の森をキャ
リコ橋へ。ホタル、少し見ることできました☺☺︎

夜の森を歩いて超音波探知機(ちょうおんぱたん
たんちき)でコウモリの出す音を探しました。

【みなさん、今日はよくできました！】

■■■次回第4回は9月26日 (日) に野幌道有林で植樹祭です■■■
＝9月に入ったら案内します＝


